
  
 

 
 

だ よ り 
No  ２４ 

2014.12.18 
 

    

身近な秋景色を探しに近くの公園を、カメラを片手に散歩しまし

た。東区美和台にある四十ヶ浦池の紅葉です。赤、黄、橙、緑が

混じり合ってとても美しい。池には今年も沢山の渡り鳥がやって

きています。餌を投げる子どもたちの歓声が楽しげでした。 

《
第
７
回
市
職
労
退
職
者
の
会
総
会
の
ご
案
内
》 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
皆
様
の
ご
協
力
で
来
年
１
月
を
持
ち
ま
し
て
発
足
７
年

を
迎
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
17
日
（
土
）
に
第
７
回
総
会
を
開
催
し
、

規
約
の
一
部
改
正
と
新
年
度
の
活
動
方
針
、
新
役
員
の
選
出
を
行
い
ま
す
の
で
ご

出
席
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
会
員
の
み
な
さ
ま
で
役
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
役
員
会
は
年
６
回
・
１
時
間
程
度
の
会
議
を
持
ち
、
活
動
の
具
体
化
な

ど
を
話
し
合
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
戴
け
る
方
は
、
１
月
９
日
ま
で
に
市

職
労
退
職
者
の
会
役
員
会
（
市
職
労
書
記
局
）
ま
で
氏
名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

 

日 

時 

２
０
１
５
年
１
月
１
７
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で 

 

会 

場 

天
神
平
和
楼
本
店 

 

内 

容 
 

○
講
話
（
予
定
） 

 
 

○
総
会 ①

1
間
の
活
動
報
告 

②
会
計
報
告
・
監
査 

③
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

④
新
年
度
活
動
方
針 

⑤
新
役
員
の
選
出 

○
懇
親
会 

 

 
 

○
参
加
費 

３
０
０
０
円 

 
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
出
席
は
、
１
月
９
日
ま
で
に
組
合
書
記
局
ま
で
電
話
・F

a
x

で
住
所
・
氏
名
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

電 
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２
‐
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１
‐
４
９
４
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Ｆ
ａ
ｘ 

０
９
２
‐
７
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４
‐
４
０
１
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《
第
６
回
バ
ス
ハ
イ
ク
》 

 
「
官
兵
衛
の
中
津
城
は
意
外
に
小
さ
か
っ
た
」 

11
月
29
日
（
土
）
に
市
職
労
退
職
者
の
会
の
恒
例
第

６
回
バ
ス
ハ
イ
ク
が
36
名
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

天
候
不
順
で
雨
模
様
か
も
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
予
定
ど
う
り
に
朝
8
時
に

市
役
所
前
を
出
発
し
、
途
中
の
道
の
駅
山
国
で
休
憩
し

た
あ
と
、
10
時
30
分
過
ぎ
に
黒
田
官
兵
衛
が
居
城
に

し
た
中
津
城
を
２
班
に
分
か
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
方
々
の
案
内
で
約
１
時
間
半
に
亘
っ
て
場
内

の
資
料
や
お
城
の
変
遷
等
を
詳
し
く
伺
い
ま
し
た
。 

参
加
さ

れ
た
皆
さ

ん
は
、
福

岡
城
址
に

比
べ
る
と

意
外
に
小

さ
な
お
城

だ
ね
。 

博
多
の

町
割
り
を

指
揮
し
た

人
で
、
城

下
町
の
町

割
り
が
残

っ
て
い
る

な
ど
の
感

想
も
…
。 

昼
食
は
別

府
温
泉
の
中

心
街
に
あ
る

両
築
別
邸
で
、

温
泉
情
緒
の

あ
る
旅
館
で

し
た
。 

海
鮮
料
理

で
腹
ご
し
ら

え
も
進
み
、

恒
例
の
カ
ラ

オ
ケ
の
ど
自

慢
、
続
い
て

参
加
者
か
ら

「
か
く
し
芸
」

も
披
露
さ
れ
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

別
府
温
泉
は
久
し
ぶ
り
と
い
う
参
加
者
が
殆
ど
で
、

『
若
い
こ
ろ
職
場
旅
行
で
来
た
、
懐
か
し
か
っ
た
』
な

ど
の
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

帰
り
の
車
窓
か
ら
は
、
杷
木
町
の
真
っ
赤
に
色
づ
い

た
「
か
き
の
木
」
の
広
大
な
林
の
美
し
さ
皆
が
見
と
れ

ま
し
た
。途
中
で
立
ち
寄
っ
た
別
府
の「
海
の
駅
」は
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
『
こ
こ
は
“
道
の
駅
”
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
野
菜
で
な
く
て
海
産
物
が
中
心
で
す
よ
』
の

説
明
に
納
得
、“
海
の
駅
”
も
あ
る
の
か
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

帰
路
も
順
調
で
19
時
帰
着
の
予
定
が
30
分
以
上
早

く
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

《
市
職
労
退
職
者
の
会
》 

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
役
員
会
で
は
、
現
在
、
会
員
の

皆
様
か
ら
ご
負
担
頂
い
て
ま
す
「
通
信
費
」（
５
年
分

２
０
０
０
円
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
規
約
に
基
づ
い
て

「
会
費
」
に
改
め
、
通
信
費
等
の
高
騰
も
あ
り
５
年
分

で
３
０
０
０
円
に
増
額
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

 

○
改
正
の
趣
旨
に
つ
い
て 

 

「
会
費
」
負
担
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
会
の
各
事

業
に
お
け
る
通
信
費
以
外
の
事
務
雑
費
に
も
支
出
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
改
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
改

正
は
、
第
７
回
市
職
労
退
職
者
の
会
総
会
で
の
承
認
を

得
て
新
年
度
か
ら
適
用
し
ま
す
。 

 

尚
、
既
に
通
信
費
と
し
て
５
年
分
（
２
０
０
０
円
）

を
納
付
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
次
の
納
付
期
（
５
年

分
）
か
ら
適
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

北
風
と
南
風 

△
今
年
も
い
よ
い
よ
残
す
と
こ
ろ
10
日
余
り
。
異
常
気
象
が

叫
ば
れ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
年
末
の
「超
爆
弾
低
気
圧
」で
は
、

大
雪
や
大
風
で
東
北
や
北
海
道
な
ど
全
国
に
大
き
な
被
害

が
出
て
い
る
。 

△
そ
う
い
え
ば
、
安
倍
首
相
の
年
末
を
控
え

た
突
然
の
解
散
総
選
挙
は
投
票
率
が
五
割
一
寸
で
、
自
公

圧
勝
の
報
道
と
は
裏
腹
に
自
民
党
の
比
例
得
票
率
は
有
権
者

比
17%

に
過
ぎ
な
い
。 

△
円
安
物
価
高
が
国
民
生
活
を
苦

し
め
て
も
「
こ
の
道
し
か
な
い
」
と
突
っ
走
る
暴
走
政
治
、
来
年

の
春
闘
で
は
労
働
組
合
と
勤
労
者
・
国
民
の
反
撃
で
賃
上

げ
、
年
金
引
き
上
げ
、
福
祉
向
上
な
ど
生
活
向
上
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。 


